
練習試合 2015 年 5 月 30 日 玉島高校 ＶＳ 矢掛高校 ＠矢掛球場

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計

玉 島 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

矢 掛 0 0 2 0 0 1 0 0 0 3

矢 山木拓馬 － 小出

矢掛高校の先発は 3 年生右腕の山木拓馬（美星中）。

1 回裏、矢掛高校の攻撃。一死から藤井（高屋中）が右前打を放ち出塁するも、相手投手の好投のよりチャンス

を作ることができない。

2 回表、玉島高校の攻撃。山木拓馬の好投により、三者凡退。

3 回裏、矢掛高校の攻撃。先頭の小出（矢掛中）が四球で出塁、続く山木拓馬の犠打を相手投手が悪送球し、無

死三塁。さらに盗塁で、無死二・三塁の大チャンスとなる。ここで、林（真備東中）が中前打を放ち、

２点を先制する。

4 回裏、矢掛高校の攻撃。一死から多賀圭吾（矢掛中）が内野安打で出塁し、盗塁を決める。しかし、後続が続

かず追加点を挙げることはできない。

5 回表、玉島高校の攻撃。ここまで、完全に抑えていた山木は、先頭打者に右前打を放たれ、今日初めての出塁

を許す。しかし、続く打者の内野ゴロで二塁封殺。二死から死球と盗塁で、二死一・三塁のピンチとな

る。しかし、次打者を抑え無失点。

5 回裏、矢掛高校の攻撃。二死から林が左前打を放ち出塁し盗塁を決める。続く藤井が内野安打と盗塁で二死二・

三塁の大チャンスとなる。しかし次打者が三振に倒れ、追加点を奪えない。

6 回表、玉島高校の攻撃。二死から失策で出塁を許してしまう。続く打者に強烈な右越三塁打を放たれ、１点を

返される。続いた二死三塁のピンチは、山木拓馬が落ち着いてゴロをさばき追加点を与えない。

6 回裏、矢掛高校の攻撃。先頭の渡邉大河（真備中）が四球で出塁、続く多賀圭吾が犠打を決める。さらに暴投

で一死三塁の追加点のチャンスとなる。ここで三澤大地（真備東中）が中前打を放ち、１点を追加する。

7 回裏、矢掛高校の攻撃。二死から藤井が内野安打で出塁する。ここで代打：守屋誠（矢掛中）が登場するも遊

ゴロでチャンスを広げられない。

8 回表、玉島南高校の攻撃。山木拓馬の安定した投球により 7 回に続き三者凡退に抑える。

9 回表、玉島高校の攻撃。一死から二塁打を放たれるも、後続を抑え試合終了。

矢掛高校は 3‐1 で勝利を収めた。安打や盗塁が多く、積極的に攻撃している姿が見られた。また守備

も安定していた。中国大会出場校相手にいい試合ができ勝てたのは自信に繋がると思う。これに満足せ

ずさらに上を目指し、大会までの日々の練習に取り組んでいきたい。 （文責：齋藤穂香）

新チームの戦績 勝16 敗3 分


